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神戸市立工業高等専門学校 2023年度シラバスシラバス

電気機器Ⅰ Ⅰ (Electrical Machinery I)

電気工学科・4年・前期・必修・1単位【講義】 ( 学修単位III )

授業のの評価方法と基準
概要と方針と基準方針

電気機器Ⅰ Iでは電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電電気機器Ⅰ のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電静止器Ⅰ について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電中心にして講義を実施し，キャパシタや電にして講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電講義を中心にして講義を実施し，キャパシタや電実施し，キャパシタや電し，キャパシタや電電
池などについても紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教などについて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電も紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電なお，本講義は電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教の企業における各種電気機器Ⅰ を中心にして講義を実施し，キャパシタや電含むシステム開発経験を踏まえて教むシステム開発経験を踏まえて教システム開発経験を踏まえて教開発経験を中心にして講義を実施し，キャパシタや電踏まえて教まえて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電教
授します．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

【A4-E4】電気機器Ⅰ の動作原理を説明するために必要な電気，磁気およびを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびするために必要な電気，磁気およびな電気，磁気および
回転機械系の計算問題を解ける．の計算問題を解ける．を中心にして講義を実施し，キャパシタや電解ける．ける．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

フレミングの左手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の左手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解および右手および右手の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の法則，ファラデーの電磁誘導の法則などを理解の電磁誘導の法則などを理解の法則などを中心にして講義を実施し，キャパシタや電理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．
できて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電いるか，前期中間試験，レポーの電磁誘導の法則などを理解トで評価する．する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

【A4-E4】変圧器Ⅰ の動作原理を説明するために必要な電気，磁気およびを中心にして講義を実施し，キャパシタや電理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．し説明するために必要な電気，磁気およびできる．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電また，等価する．回路による特による特
性計算や電ベクトル図が作図できる．図が作図できる．が作図できる．作図が作図できる．できる．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

変圧器Ⅰ の動作原理を説明するために必要な電気，磁気および，等価する．回路による特による特性計算，負荷を接続した場合のベクトを中心にして講義を実施し，キャパシタや電接続した場合のベクトした場合のベクトのベクト
ル図が作図できる．図が作図できる．が作図できる．作図が作図できる．できるか，前期定期試験，レポーの電磁誘導の法則などを理解トで評価する．する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

【A4-E4】インダクタの動作原理を説明するために必要な電気，磁気およびを中心にして講義を実施し，キャパシタや電理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．し説明するために必要な電気，磁気およびできる．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電また，巻線やコアの材や電コアの材の材
質，巻線やコアの材の巻き方，試験方法，損失に関しても理解できる．に関しても理解できる．して講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電も紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．できる．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

インダクタの動作原理を説明するために必要な電気，磁気および，巻線やコアの材や電コアの材の材質，巻線やコアの材の巻き方，試験方法，損失に関しても理解できる．など
について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電，前期中間試験，前期定期試験，レポーの電磁誘導の法則などを理解トで評価する．する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

【A4-E4】キャパシタや電電池などについても紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教の種類や動作原理を理解し説明できる．や電動作原理を説明するために必要な電気，磁気およびを中心にして講義を実施し，キャパシタや電理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．し説明するために必要な電気，磁気およびできる．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電 キャパシタや電電池などについても紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教の種類や動作原理を理解し説明できる．や電動作原理を説明するために必要な電気，磁気およびなどについて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電，前期中間試験，前期定期
試験，レポーの電磁誘導の法則などを理解トで評価する．する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

成績は，試験は電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電，試験85%　レポーの電磁誘導の法則などを理解ト15%　として講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電評価する．する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電なお，試験成績は，試験は電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電前期中間試験と前期定期試験の平均点とする．レとする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電レ
ポーの電磁誘導の法則などを理解トとは電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電，演習問題を解ける．の課題を解ける．，授業中に渡された課題について回答して提出する．なお，再試験（時期・回数未定）を実施すされた課題を解ける．について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電回答して提出する．なお，再試験（時期・回数未定）を実施すして講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電提出する．なお，再試験（時期・回数未定）を実施すする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電なお，再試験（時期・回数未定）を実施すを中心にして講義を実施し，キャパシタや電実施し，キャパシタや電す
る場合のベクトが作図できる．ある．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電100点とする．レ満点とする．レで60点とする．レ以上を合格とする．を中心にして講義を実施し，キャパシタや電合のベクト格とする．とする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

OHM大学テキスト「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅰ 学」：白井康之白井康之[編著]（オーの電磁誘導の法則などを理解ム開発経験を踏まえて教社）を実施す

「電気機器学」：白井康之大学講義 最新電気機器Ⅰ 学」：白井康之宮入庄太（丸善）を実施す
「電気機器学」：白井康之電気機器Ⅰ 学」：白井康之難波江彰ほか著（電気学会）ほか著（電気学会）を実施す
「電気機器学」：白井康之実用電気機器Ⅰ 学」：白井康之森安正司著（森北出する．なお，再試験（時期・回数未定）を実施す版）を実施す
「電気機器学」：白井康之電気機械工学」：白井康之天野寛徳，常広譲著（電気学会）を実施す
「電気機器学」：白井康之エレクトリックマシーの電磁誘導の法則などを理解ン＆パワーの電磁誘導の法則などを理解エレクトロニクス [第2版]」：白井康之エレクトリックマシーの電磁誘導の法則などを理解ン＆パワーの電磁誘導の法則などを理解エレクトロニクス編集委員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教会著（森北出する．なお，再試験（時期・回数未定）を実施す版）を実施す

電気磁気学I(3年)，電気回路による特I(2年)，電気回路による特II(3年)

履修上のの評価方法と基準
注意事項

電気機器Ⅰ は電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電電気磁気学のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電の磁気分野と電気回路による特に特に関しても理解できる．連が深いので，よく理解しておくことが作図できる．深いので，よく理解しておくこといので，よく理解しておくこと理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．して講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電おく理解しておくことこと.電気機器Ⅰ IIおよびIII
では電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電電気機器Ⅰ Iの知識が必要となるため，が作図できる．必要な電気，磁気およびとなるため，4年で学んだことを中心にして講義を実施し，キャパシタや電理を説明するために必要な電気，磁気および解ける．し修得しておくことして講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電おく理解しておくことこと.



授業の計画（電気機器Ⅰ）Ⅰ）

テーマ 内容（目標・準備など）など）

1 電気機器Ⅰ の歴史，回転機と静止器Ⅰ の分類や動作原理を理解し説明できる．，および機械系の計算問題を解ける．のエネル図が作図できる．ギーの電磁誘導の法則などを理解と電気系の計算問題を解ける．のエネル図が作図できる．ギーの電磁誘導の法則などを理解の関しても理解できる．係について説明する．について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

2 電磁気に関しても理解できる．する各種法則について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

3 磁気回路による特に関しても理解できる．する法則，磁性材料の特性，磁気回路におけるエネルギー，および電磁力の発生原理について説明する．の特性，磁気回路による特におけるエネル図が作図できる．ギーの電磁誘導の法則などを理解，および電磁力の発生原理について説明する．の発生原理を説明するために必要な電気，磁気およびについて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

4 原理を説明するために必要な電気，磁気および，コアの材，巻線やコアの材，などについて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

5 サイズ，損失に関しても理解できる．，試験方法，などについて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

6 キャパシタ，蓄電池などについても紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教， キャパシタ，蓄電池などについても紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電紹介する．なお，本講義は担当教員の企業における各種電気機器を含むシステム開発経験を踏まえて教する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

7 中間試験前演習 中間試験前の演習を中心にして講義を実施し，キャパシタや電実施し，キャパシタや電する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

8 中間試験

9 中間試験の解ける．説および変圧器Ⅰ の必要な電気，磁気および性と構造について説明する．について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

10 理を説明するために必要な電気，磁気および想的な変圧器の原理，および実際の変圧器で生じる漏れ磁束について説明する．な変圧器Ⅰ の原理を説明するために必要な電気，磁気および，および実際の変圧器で生じる漏れ磁束について説明する．の変圧器Ⅰ で生じる漏れ磁束について説明する．れ磁束について説明する．について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

11 磁束について説明する．を中心にして講義を実施し，キャパシタや電作るための励磁電流とその回路，変圧器の等価回路とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．とその回路による特，変圧器Ⅰ の等価する．回路による特とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．づいたフェーの電磁誘導の法則などを理解ザ図，および特性式について説明する．図が作図できる．，および特性式について説明する．について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

12

13 変圧器Ⅰ の電圧変動率や効率，および三相変圧器，三巻線変圧器，単巻変圧器について説明する．や電効率や効率，および三相変圧器，三巻線変圧器，単巻変圧器について説明する．，および三相変圧器Ⅰ ，三巻線やコアの材変圧器Ⅰ ，単巻変圧器Ⅰ について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

14 並行運転法，タップ切換え変圧器，および変成器について説明する．切換え変圧器，および変成器について説明する．え変圧器Ⅰ ，および変成器Ⅰ について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電説明するために必要な電気，磁気およびする．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

15 演習問題を解ける．について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電解ける．説する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電したが作図できる．い，事前に演習問題を解ける．を中心にして講義を実施し，キャパシタや電解ける．いて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電おく理解しておくことこと．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

16

17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

[1.1]電気機器Ⅰ の歴史，[1.2]電気機器Ⅰ の分類や動作原理を理解し説明できる．，および[1.3]機械系の計算問題を解ける．・電
気系の計算問題を解ける．のエネル図が作図できる．ギーの電磁誘導の法則などを理解

[1.4]電磁力の発生原理について説明する．と誘導の法則などを理解起電力の発生原理について説明する．～[1.9]静電機械と電磁機械

[2.1]磁気回路による特～[2.5]電磁エネル図が作図できる．ギーの電磁誘導の法則などを理解変換え変圧器，および変成器について説明する．

インダクタ(1)

インダクタ(2)

中間試験を中心にして講義を実施し，キャパシタや電実施し，キャパシタや電する.

中間試験の解ける．説，[3.1]変圧器Ⅰ の必要な電気，磁気および性および[3.2]変圧器Ⅰ の構造について説明する．

[3.3]理を説明するために必要な電気，磁気および想変圧器Ⅰ および[3.4]漏れ磁束について説明する．れインピーの電磁誘導の法則などを理解ダンス

[3.5]励磁電流とその回路，変圧器の等価回路とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．と励磁回路による特，[3.6]等価する．回路による特とフェーの電磁誘導の法則などを理解ザ図，および特性式について説明する．図が作図できる．，および[3.7]特
性式について説明する．

第3章の演習問題の解説の演習問題を解ける．の解ける．説 第3章の演習問題の解説の演習問題を解ける．の解ける．説を中心にして講義を実施し，キャパシタや電実施し，キャパシタや電する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電演習問題を解ける．を中心にして講義を実施し，キャパシタや電解ける．いて講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電おく理解しておくことこと．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電

[4.1]変圧器Ⅰ の特性および[4.2]変圧器Ⅰ 結線やコアの材

[4.3]並行運転，[4.4]電圧調整，[4.5]計器Ⅰ 用変成器Ⅰ および[4.6]突入電
流とその回路，変圧器の等価回路とそれに基づいたフェーザ図，および特性式について説明する．

第4章の演習問題の解説の演習問題を解ける．の解ける．説

備など）
考

前期中間試験および前期定期試験を中心にして講義を実施し，キャパシタや電実施し，キャパシタや電する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電
本科目の修得しておくことには電気機器のうち静止器について講義する．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電，30 時間の授業の受講と 15 時間の事前・事後の自己学習が必要である．の自己学習が作図できる．必要な電気，磁気およびである．インダクタ，トランスを中心にして講義を実施し，キャパシタや電


	神戸市立工業高等専門学校 2023年度シラバス
	2

